

































た。しかし，この短大に来て， 学問の研究だけでは成し得ない町人づくり H の根本を実践
する ことが出来た。 学内は家庭的ムー ドで柔かく包まれ，教職員は一致して互に助け合い
人間的な学風に支えられて学生に範を示すなど，とても居心地がよい一一。」と，先生は
よく申されまたよろこんで下さ った。そうした時私はいささかでも償いの足しになってい
ただかれた，とうれししそのお言葉を拝聴したものです。
先生は学問をこよなく愛され，他の人が常識をはずした場合には， ょうしゃなく立腹さ
2 浅井：児玉潤先生のご勇退に際して
れます。また順序を踏まないで頼みごとなどしたら，さあ，大変／なかなか妥協はむづか
しい。そんな頑固一徹なところがおありなのですが，事こまかにお話しし，納得されると，
「ああ私の感違いね，ごめんなさしミ。」と，いともあっさりと詫びをおっしゃるのです。
先輩に対してご無礼かもしれませんが，私はそのような芯のある純情で率直な先生が大好
きなのです。
短大に教鞭をとられてからの先生は，すこしイメージチェンジをお考えになったのでは
ないでしょう か？何よりもそれを証明するのは，新鮮に形作られたヘアスタイルであり，
そしてお召し物の色の選択も暫時明かるいものを選ばれるなどです。たまたま岩見沢分校
に講義に行かれて， 「先生方にモダンになった，とほめられましたよ。」などと，私に暗
かれる時の先生は娘のような恥らいの風情で （先生，すっぱ抜いてごめんなさい）
一学者 ・教育者としての先生の隠された側面を見るおもいがございました。
私は体裁ぶって形だけを作り，人間味の乏しい人は，たとえどんど主に地位あり，財産が
あったとしても好感は持てない性分です。先生／ご退任後も変わらぬおつき合いをして下さ
いね。そしてお身は離れても，私たち後輩への良きわ支えを賜わりますようにお願い申し
上げ，この稿を終えたいと存じます。
いつまでもご健康にご留意下さいますよう。
(48年2月10日記）
